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意図的な人口抑制が江戸時代後半の人口停滞に及ぼ
した効果
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続したj9合の人1-1趨郷を考える二実際の１１:)iI1ir
代前半（1600～1720ｲﾄﾞ）の1N)jll率は約0.79％/ｲ'1,
1ﾘ1治初lU1（1872～19()0ｲ|リの｣Ⅱ川|率は約0.1)7％／
年である２１.江)二illI2代1iiiＷ)jWljlll(ilｲﾘが継続して
いれば、人l-1M1jll率はこの範'１１１にあったと貯え
られる。そこで、この条Ｉｌｌ:をiiMiたす僻〕ＭＭＩ'1i率
と普通ﾀﾋﾟ亡率をlIIiliiZする。
江戸Ⅱｆ代前半の1M()lmll4lH率はｲ《1ﾘ1であるが、
TFRは６～７１Ml1qiであったとllliillllされている．こ
こでは鬼頭31が|制liilliiiﾉj地ﾉﾉでiiMillllした6.63を
江戸１１$代前半のTFRとする。
木~｢は５村について、ＴＭＦl〈（ｲ丁配lIlWrlIM1
生率)、普通１Ｍ{率、艸〕Ⅲﾀli亡率の３つをｉｉＷｆし
ている。これによれば、５｛;lのTMFl<とMi迦Illyli
率は、４．３（26.3)、６．１（37.1)、６．５（36.3)、
7.4（3L9)、７．７（32.6）である（19)ｍｌＭｉ率はカ
ッコ|ﾉ､IでIii位は%｡）'１;'。ＴMFRはil:戸時代後､卜で
はおおむねTFRよ1〕ｌＭｒ入きい。したがって、
江戸１１ｷ代前半のTMFRはこの''１で１１』大の7.71iii後
と考え、将逝{旧く率も|『iliMlqiであったとするコ
響)ｉｎ死亡率もil:Jrll､↑代iiii〕卜の(,iI(は不lﾘ1である。
関述脂標もないので、ここでは５村の平j〃23.8
%･をＭｉ〕lMj亡率とする。以ｋの仮定から、Iil:)~ｉ
Ⅱ＄代iiii二､|《の咽ﾉﾉⅡＭ|(,1がそのままＩＩｌｉ統した１A態の
普通/l}化率を32.61M０，神)UMi亡率を23.811joとす
ると、人1-1墹lﾉ１１率は約0.85％/ｲ|:.（1846ｲ'２人'1約
9,210ﾉﾉ人）となる．これはi]:)iⅡ１F代前Ｗ)jW川｜
率と|ﾘ1洲ﾉﾉ１０１のlWD1I率との''１１であるから、おお
むね妥当であると「iえよう。
次に、ここにｌｌ１化率の'1(下を形1,1KするciI:｢illlF
代後半のTFRは４～５ｉ111度であったとlIliillllされ
ている。先に挙げたＩｒｉ州iillliMjIIh〃でのlljlillll例が
4.64であるということからも、１１J二ｉＩ１ｉ;代ili-12よ
り２ほど低-Fしているとしていいだろう。した
がって、江戸ⅡI;代後､lKのＴＭＦＲを5.64とする（Il1
fli率減少モデル)。このときのＩＷ)ＵＭＩ′|i＊は、
５村におけるＴMFRと！#〕ｍｌｌｌ′|{率の|Ⅱ1の線形近
似式から28.3%oとする『，リド〕mllI′|{率が28.3%｡に
なると、人'二1Ⅲ11率は約0.4`1％/ｲ|i、1846ｲ|:人'二ｌ
は約5,468万人となる。この人[1は、人llllllllill
(多）シナリオとliilMlrである。
最後に、人'二1111111ill以ﾀﾄのＷｌｌｌｆｉ・'ハル|を牙える。
既に述べたとお')、ズ､|象となるのは全ｌｌｌ′|(児の
８％ｉ１ｉｌ度であるが、そのうち`ﾉﾐ際に(1Ｆわれた命
がどれほどあったのかはわからない。ここでは、
雌人の値をとる「対象行余口が殺された」とい
う械端な仮定をl｢'11くことにする。こうすること
で、人口jWljlを１１１も鈍らせた状況を1,11ることが
できるからである（ｌｉｉ人伽1少モデルLこのとき
の人'二ljW川|＊は約0.19％/ｲ|:、1846ｲ'1人l］は約
3,960ﾉﾌﾞ人となる。この人’１は、人l-llIl111ill（少）
シナリオとほぼ|iil激である，
ここまでの仮）上から、ｉｌ:)二i１１$代前半のlWjjlll頃
|ｲﾘがそのまま純統したと仮定した場合に、人口
lllliIl莱以ﾀﾄの人['し;fHiuljlAlを川lえた際の１１:戸時
代後半の人｢lは、ｌｌＹｌｉ率Iillli少モデルとＩｉｉ大減少
モデルの|H1におさまるとみえられる。そして、
この２モデルのllllならば、どの値をとっても人
｢lllllIll（少）シナリオと人｢''''1m'I（多）シナリオ
の'１)(AIA人'二Ｉ（約3,946～5,(;5(jﾉﾉ人）の範'1111ﾉlに収
まる。したがって、これまでiＭ１してきた人n
llllilillが行われる'''11谷は、おおむね妥当であると
Fi｢えよう。
６まとめと考察
：蛎rと[|(Ｉｌｆｌ・'''1ﾘ|という）KKlXl的な人l11Il1illに
よるﾀIi亡率をｌｌＩｉ定し、これと1721ｲｌｉの人1Ｊであ
る3,125万人をもとに人｢llIlllliIlが行われなかった
と仮定したjﾙｲｬの1846イドの人|」をシミニルーシ
ニ,ンすると、3,946ﾉﾉ人から5,656万人となる。実
際の1846ｲliの人１１は3,220ﾉﾉ人であるから、秦
ｒ、lJ1I1fi・llllリ|による孔幼ﾘ,lの死亡が、１１戸時
代後半の人1-111洲}において）Ｍ１しえない－要因
となっていたとｉｉえよう。
水シミュレーションで人llllllilill（多）シナリ
オの場合には、》l:ＩＴＩ1$代ｲ(１０１には人「1が５二｢Ｊｊ
人を１１h.え、一人'1'たI〕イiI｢liは1850ｲ|そには0.720ま
で低下することがI弧1される｡そうなると、摂
111カロリーは|:''１１{|米ベースで約1,087kc【１１/｢Iに
なる。当lll:、jIOfj〈，llIii穀H(iなどを多くＩ！〔ｊＩ１してい
たにしても、$'''''１米がこの水i('iでは人|］を維持
することはHllIlであろう。
近ｲ'２、環境葱,iiIiのifliま(〕と」Lに、ｉｌ:戸Ⅱ+代の
11本が「持続､l能なⅡ会」であるいわれるよう
になってきた。１１:｢iがリサイクル都Tl｢であI)、
私たちはこれを1,,111りうべきであるというような
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指摘が多く／Ｍ：する'７１。しかし、淵Ｉｌｌはil:戸の
ゴミ処１１１１のｿ(態を冷静に分析し、１１:｢iの社会を
｢リサイクル社会」とすることが過大評llliである
と指摘している18'・同様に、「1本が'１１(|lilという
閉鎖系の''１で300ｲ'1%1にわたI）「持続''1能性」を
維持できたf源には、現在の倫Hl1観では受け入
れがたい意ｌＸ１(1りな人1-1)II1制がかなりのI(1,1度働い
ていたのではないかと考えられる。mi1ljZ負荷の
観点から、過｣(の生活を現代の生hIiと比較評価
する場合には、こうした時代背景をも勝１１Rに入
れなければならない。
本1ﾘ|究では、ｉ]:戸時代の人的な人llllllilill効果
を半定量的に7㎡したが、限られたデータに頼ら
ざるを得なかったため、①一地域・～l1f1Ulの(Ｕ１
究で得られた数値を、全I工1に通IⅡしている、
②データイリｆのため、仮定の数字を川いている
箇所が多い、③シミュレーションの)lrlIiKIに難が
あるなど、改縛すべき部分が多く残されている。
今後の課題としたい。
」zに{ｸ)f((し、各家族ついて性比をNIIして子
供の政を二rilIIすると、ｿ)児1,`102人、女児1,328
人になる。
(3)１１１′|ilIUi位》|’（第１子、第２ｒ、鋪３子以降）の
ｌＭＨｌ'|;比は、下層で0.91,1.10,1.93であり、
」パイで1.00,1.13,0.80となる!'．
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》王
(1)意lZl的な人I｣lIlIillについては、その↑|:【!〔'二、資
料が少ない瞳」ﾘ|雌に意図が読み取れるliW)の史
料としては、1555ｲﾄﾞの日本通Ｉｉﾖﾄﾞにある「此lLl氏
のlhlに行はる、恕旦{#のｌｌ１に、小ﾘ１Aをf｢つる)r労
又はftiW)為め、出生直後に之を殺すことあり」
という文汽がある鋤。
一方で、江戸時代には、藩やﾙﾄﾞ府が人口ｌＩｌ１制
に対してたびたび禁令を出している｡多くの禁
令がｲﾌﾞ/[するということは、それがりく際にi｢わ
れていたことに他ならない。了近'1t11本マビキ慣
行史料雌成」によれば、確認できる''１でl｢&も古
い禁令は、雌l儀藩が1611ｲｌ１に｝')したものである。
その後、各滞や総府も様々な法令を}')している，
まず、1700<'１前後に泰子に１１M逃する法令が多く
見受けられる。その後1720年ui(からl770flH頃ま
では､(〔IIfi・ＩＨＩリ|に関連する法令が多くなる｡こ
れは人１１件柵が船まった時101にlil[なるに，
｜ﾘ|流維Wiによって新政1ｍが,設立されると、人
’二]lIlIilillへの対蝿は一層厳しいものになった。同
｜|ｹﾞ仁絲i〃が拡大した影響もあI)、19111苫紀ｲ<頃に
は人'二IlIl111illの111(行は消滅したとされているM'、
(2)記録されている子供の数はｿ)児1,298人、女児
1,223人であるが１１'、それぞれの家族をｿ)児数、
女児数のそれぞれについて０人、１人、２人以
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